
震災時活動マ ニ ュ ア ル

策定の 引き手

マンショ ン防災対策



はじ めに

　 マンショ ンの多く は高い耐震性を 有し ており 、 大地震が発生し た場合で

も 、 倒壊による被害は少ないと 想定さ れています。 こ のこ と から 本区では、

発災後も 安全が確保でき る 場合には、 住み慣れた自宅で生活を 続ける 「 在

宅避難」 を推奨し ています。

　 し かし 、 マン ショ ン 内では、 ラ イ フ ラ イ ン（ 水道、 ガス、 電気など） や

エレ ベータ ーの停止、 家具類の転倒など様々な問題が発生するこ と が想定

さ れます。

　 また、 震災時にはマン ショ ンの管理会社の職員や管理人も 被災し 、 その

よう な状況にすぐ に対応ができ ない可能性があり ます。

　 そのため、 震災時に安全で安心な「 在宅避難」 を送るためには、 マンショ

ンの居住者同士が助け合い、 自分達で様々な問題に対処し ていく こ と が大

切です。

　 大地震が発生し た場合でも 慌てず、 迅速かつ適切に対応する ためには、

事前に震災時の活動を まと めたマニュ アルを 作成し ておく と と も に、 平時

から 防災活動に取り 組み、 居住者の防災意識向上に努めておく こ と も 重要

と なり ます。

　 こ の冊子では、 マニュ アルを 策定するための具体的な手順や平時に必要

な取り 組みを 記載し ている ほか、 マニュ アルの見本と なるひな形を 掲載し

ています。

　 大地震に備えて、 本冊子を活用し ながら 、 マンショ ン

独自のマニュ アルを策定し 、 いざと いう と き にマンショ

ンの居住者同士で協力でき る体制を整えまし ょ う 。
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1

本書の使い方

　 本冊子は、 第１ 編から 第４ 編までの構成と なっ ています。

　 　 　 　   では、 マニュ アル策定の手順と スケジュ ールを示し ています。 最初に全体

の流れや作業の進め方を把握し 、 計画的に策定に取り 組みまし ょ う 。

　 　 　 　   では、 具体的なマニュ アル策定の手順（ ５ つの Step ） を記載し ています。

左ページ目次の Step 1  のと おり 、 まずは、 マンショ ン内でマニュ アルを策定する

組織を立ち上げるこ と が必要です。 マニュ アルは震災時の活動などをまと めたも ので

すが、 震災時に迅速かつ円滑に活動するためには平時から の備えが重要と なり ます。

日頃から マンショ ン内での防災活動を担う 組織（ 本書では「 防災組織」 と し ています）

がマニュ アルを作成するこ と で、 平時の防災対策へ理解を深めるこ と も できます。 す

でに防災組織が結成さ れているマンショ ンでは、 Step 2  から 始めまし ょ う 。

　 Step 2  では、 建物点検や居住者アンケート を実施し て、 マンショ ンの設備や居

住者の防災対策への取組状況など、 マンショ ンの現状を把握し ます。

　 Step 3  ではマニュ アル形式の検討を行います。 マンショ ンの規模や居住者など、

個々のマンショ ンの特性を 考慮し 、 どのよう な形式のマニュ アルを 作成するかを 決

めまし ょ う 。

　 マニュ アルの形式が決まっ たら、 いよいよ Step 4  マニュ アル記載内容の検討・

作成です。 本書では、（ １ ）活動体制・ 内容、（ ２ ）施設利用計画図、（ ３ ）発災期～復旧期

の活動、（ ４ ）平時の活動の４ つに分けて記載し ています。  Step 2  で把握し た情報

などを踏まえて、 順番に内容を考えまし ょ う 。  Step 4  まで終えたら 、 マニュ アル

はおおむね完成です。

　 最後の Step 5  では、 作成し たマニュ アルを実際に使用し て防災訓練を行い、 検

証を 行います。 訓練終了後には分析を行い、 改善点などを 洗い出し て、 マニュ アル

の改善を行います。 こ の Step 5  は定期的に行い、 く り 返し 見直し を行う よう にし

まし ょ う 。

　 　 　 　   では、 第２ 編で検討し た内容をまと めたマニュ アルの見本と し て、 ２ 種類

の形式を掲載し ています。 マニュ アル見本は区のホームページから ダウンロード し 、

各マンショ ンの実態に合わせて内容をアレンジするこ と も でき ます。

　 　 　 　   では、 策定にあたり よく ある質問をまと めています。
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